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学
　
問

三
み

瀬
せ

　諸
も ろ

淵
ぶ ち

（1839～1877）

　蘭学者。大洲城下（現、大洲市）出身。本名は 周
しゅう

三
ぞう

。５歳で
百人一首を全部覚えるなど、幼い時から才能を発揮していた諸
淵は、安政２（1855）年、宇和郡卯

う

之
の

町
まち

（現、西予市）で叔父の二
にの

宮
みや

敬
けい

作
さく

から蘭医学を学び、同年、宇和島藩の医師となった敬作
とともに宇和島に移り、村

むら

田
た

蔵
ぞう

六
ろく

から蘭学を学んだ。また、安
政５（1858）年、電信機械を長崎から持ち帰り、大洲の肱川の河
原で「三瀬諸淵の針金だより」と称される電信実験に、わが国で
初めて成功した。
　その後、長崎に赴き、安政６（1859）年、再来日していたシー
ボルトの弟子となり、ともに江戸（現、東京都）に出てからは通
訳を務め、帰郷後の慶応２（1866）年にはシーボルトの孫の高

たか

子
こ

と結婚した。
　明治時代になると、大阪府に医学校や病院の設立を進めるな

ど、わが国の医学界の進歩に力を尽くしたが、明治10（1877）年、病のために39歳の若さで逝去した。

略 歴
天保10（1839）年10月１日 　�大洲城下の中町で、大洲藩の塩問屋を営む麓

ふもと

屋
や

半
はん

兵
べ

衛
え

と二宮敬作の姉・倉
くら

子
こ

との間
に生まれる（７月１日との説もある）。

安政２（1855）年１月　　 　叔父・二宮敬作に蘭医学を学ぶため、宇和郡卯之町へ赴く。
　　　　　　　　　　　 　その後、宇和島で村田蔵六にも入門
安政３（1856）年３月　　 　二宮敬作や楠

くす

本
もと

イネらと長崎に赴く。
安政５（1858）年８月　　 　帰郷し、大洲の肱川の河原で電信の実験に成功
安政６（1859）年　　　　 　再度長崎に赴く。再来日したシーボルトに入門する。
文久元（1861）年３月　　 　シーボルトが幕府外交顧問となって江戸に出るのにともない、一緒に江戸へ出る。
　　　　　　　10月　　 　外交機密を漏らしたという疑いがかけられ、江戸大洲藩邸に幽閉される。
文久２（1862）年４月16日 　佃

つくだ

島
じま

の牢へ投獄される。
元治元（1864）年８月　　 　出獄。大洲へ帰郷。その後、大洲藩に三人扶持で召し抱えられる。
　　　　　　　11月　　 　宇和島藩主・伊

だ

達
て

宗
むね

城
なり

の招きにより、宇和島藩に仕える。
慶応２（1866）年３月　　 　楠本イネの娘（シーボルトの孫）・高子と結婚
　　　　　　　６月　　 　宇和島藩が英蘭学稽古所を開設。英学・蘭学の教授にあたる。
明治元（1868）年　　　　 　明治新政府の命により、大阪で大阪医学校兼病院設立に携わる。
明治２（1869）年７月　　 　浪

なに

華
わ

仮
かり

病
びょう

院
いん

兼医学校が移転・改称して、大阪医学校兼病院が開設される。
　　　　　　　11月５日 　勤務していた大阪医学校の病院で、不平士族の襲撃に遭い入院していた
　　　　　　　　　　　 　大

おお

村
むら

益
ます

次
じ

郎
ろう

（村田蔵六）が逝去
明治４（1871）年８月９日 　文部省中教授となり、東京医学校の設立に携わる。
明治９（1876）年　　　　 　大阪病院一等医に任じられる。
明治10（1877）年10月19日 　胃腸カタルのため39歳で永眠。墓所は大洲市西大洲の大禅寺
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